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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

11
月
11
日
～
12
日
、
４
年
ぶ
り

の
親
睦
旅
行
に
15
名
参
加
。

　

新
潟
の
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
津
南
へ
直
行
バ
ス
で
一
泊
、
個

室
宴
会
・
飲
み
放
題
カ
ラ
オ
ケ
付
、

秋
山
郷
散
策
の
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ

ア
ー
に
、
２
日
目
の
昼
食
も
つ
い

て
、会
費
１
万
６
千
円
の
出
血
サ
ー

ビ
ス
。
さ
て
、
ど
ん
な
旅
に
。

　

都
庁
都
民
広
場
を
８
時
半
に
出

発
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
津
南
へ
。

12
時
半
に
ホ
テ
ル
到
着
。
各
自
で

昼
食
、
ホ
テ
ル
内
を
散
策
。
百
万

坪
の
敷
地
に
ス
キ
ー
場
な
ど
各
種

ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ン
ド
ア
施
設
、

春
夏
秋
冬
楽
し
め
そ
う
で
し
た
。

　

夜
は
お
目
当
て
の
カ
ラ
オ
ケ
宴

会
、
懐
メ
ロ
か
ら
最
新
の
曲
ま
で

披
露
、
大
人
し
そ
う
な
あ
の
人
ま

で
大
爆
発
。
人
は
見
か
け
で
は
な

い
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ホ
テ
ル
を
８
時
に
出
発
、

ホ
テ
ル
企
画
の
秋
山
郷
散
策
ツ

ア
ー
。
秋
山
郷
は
新
潟
と
長
野
に

連
な
る
秘
境
。
ま
ず
、
展
望
台
で

新
潟
側
の
秋
山
郷
を
俯
瞰
、
火
山

が
形
成
し
た
柱
状
節
理
が
迫
力
満

点
の
石
落
し
、
布
岩
に
圧
倒
さ
れ
、

地
元
の
子
ど
も
達
が
通
学
で
使
っ

た
吊
り
橋
を
渡
っ
た
り
、
木
工
所

や
不
動
尊
な
ど
を
見
学
し
、
12
時

半
に
ホ
テ
ル
着
。
雪
の
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
今
年
最
後
の
ツ
ア
ー
で
し

た
が
、
い
つ
も
な
ら
終
っ
て
い
る

紅
葉
が
ま
だ
見
頃
、
幸
運
で
し
た
。

　

昼
食
後
、
２
時
に
ホ
テ
ル
を
立

ち
、
新
宿
に
６
時
着
、
解
散
。

　

参
加
者
15
名
中
初
参
加
５
名
。

「
最
高
、
ま
た
来
年
も
！
」
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く

遊
び
、
よ
く
学
び
、
よ
く
闘
い
、

こ
れ
が
東
京
清
掃
退
職
者
会
流
。

津
南
・
秋
山
郷
１
泊
２
日
バ
ス
旅
行

カ
ラ
オ
ケ
で
大
爆
発
！

楽
し
か
っ
た
秋
山
郷
ツ
ア
ー

ま
た
来
年
も
行
き
た
い
ね

万治の石仏（諏訪）

これから宴会とカラオケだ ワクワク

柱状節理が見事な「石落し」

秋山郷ツアーのハイライト「布岩」

子ども達が通学に使った吊り橋 コッ恐〜い！
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12
月
３
日
に
第
３
回
幹
事
会
と

専
門
部
会
を
開
き
、
次
の
こ
と
を

検
討
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
12
回
定
期
総
会
は
、
６
月
14

日
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
春
の
集
い
（
２
月
２
日
）、
演

芸
鑑
賞
会
（
２
月
７
日
）、
春
の

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
葬
式
・

お
墓
事
情
」、
５
月
は
「
相
続
と
遺

言
」
で
す
。
講
師
は
専
門
家
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

自
治
体
退
職
者
会
が
勧
め
る「
安

心
総
合
共
済
」
は
、
保
険
内
容
、

掛
金
と
も
に
有
利
で
す
。
こ
の
際
、

是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

新春の集い
●日　時　２月２日（土）

11 時 30 分開会
●場　所　中華「桜蘭」

＊飯田橋より５分
●参加費　3,000 円

※長寿祝いと開運じゃんけん大会
を行います。お楽しみに。

※１月 15 日までに連絡ください。

お花見ウォーク
●日　程　３月 26 日（火）
●場　所　北越谷・元荒川緑道
　　　※２月に募集案内の予定。

第３回
幹事会

２
月
２
日
新
春
の
集
い
、
２
月

７
日
演
芸
鑑
賞
会
、
３
月
５
日

学
習
会
、
３
月
26
日
お
花
見
、

６
月
14
日
第
12
回
定
期
総
会

来
年
の
定
期
総
会
は　
　

 

６
月
14
日
（
金
）
に
開
催

来
春
４
つ
の
行
事
を
実
施

是
非
参
加
く
だ
さ
い

12
月
か
ら
「
安
心
総
合　

　

共
済
」
加
入
強
化
月
間

春の学習会
●日　時　３月５日（火）

13 時開始
●場　所　清掃会館地下ホール
●テーマ　エンディングノート、
　　　　　葬式・お墓事情
●講　師　専門家を交渉中
　　　※１月に参加募集案内します。

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場２月上席
●日　時　２月７日（木）

12 時 30 分集合
●参加費　500 円（弁当・飲物各自）
　※１月 15 日までに連絡ください。

学
習
会
（
３
月
５
日
）、

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
３
月
26
日
）
と
続
く

春
の
４
連
続
行
事
の
実

施
案
を
決
め
ま
し
た
。

　

４
つ
の
行
事
の
実
施

案
は
別
記
の
と
お
り
で

す
。
是
非
、
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
春
の
学
習

会
」
は
、
５
月
に
も
行

う
予
定
の
「
終
活
」
連

続
講
座
で
す
。
３
月
は

久しぶりの歩こう会
「江戸城本丸秋景色」

城
の
名
残
が
詰
ま
っ
た
風
景
の
中

に
紅
葉
が
映
え
て
い
ま
し
た
。

　

乾
通
り
を
通
り
抜
け
、
東
御
苑

へ
。
天
守
台
跡
に
登
り
、
松
の
廊

下
跡
や
富
士
見
多
門
、
富
士
見
櫓

等
を
見
学
。
さ
す
が
に
手
入
れ
が

行
き
届
い
て
い
ま
す
。
本
丸
御
殿

跡
に
シ
ー
ト
を
敷
い
て
お
昼
、
天

気
も
良
く
暖
か
く
、
い
い
気
分
。

　

そ
の
後
、
二
の
丸
庭
園
、
二
の

丸
雑
木
林
で
さ
わ
や
か
な
秋
を
満

喫
、
三
の
丸
尚
蔵
館
で
「
明
治
美

術
の
一
断
面
」
展
を
観
賞
し
て
大

手
門
で
解
散
し
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い
１

日
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
梅
を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
を
考
え
て
い

ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　

12
月
４
日
、
皇
居
乾
通
り
と
東

御
苑
の
秋
を
楽
し
む
「
江
戸
城
本

丸
秋
景
色
」
に
10
名
参
加
、
う
ち

５
名
女
性
と
い
う
清
掃
退
で
は
め

ず
ら
し
い
構
成
。

　

桜
田
門
に
集
合
、
坂
下
門
か
ら

皇
居
内
に
入
り
乾
通
り
へ
。
江
戸二の丸庭園にて
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10
月
21
日
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
で
自
治
体
退
職
者
会
東
京
都

本
部
第
29
回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
代
議
員
と
し
て
庄
司
会
長
と

柳
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
に
閉
会
し
た
臨
時
国

会
で
は
、
ず
さ
ん
な
法
案
を
ろ
く

に
審
議
も
せ
ず
、
百
年
の
計
に
関

わ
る
と
さ
れ
る
入
管
法
改
悪
や
、

水
メ
ジ
ャ
ー
の
参
入
を
招
き
日
本

の
水
を
危
険
に
導
く
可
能
性
が
あ

る
民
営
化
へ
舵
を
切
っ
た
水
道
法

改
悪
等
の
悪
法
を
強
行
採
決
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
安
倍
政
権
と
の

対
決
が
共
通
認
識
に
な
り
ま
し
た
。

　

岡
田
自
治
退
都
本
部
会
長
（
福

祉
退
）
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
ス

ト
ッ
プ
、
沖
縄
と
横
田
の
闘
い
へ

連
帯
強
化
を
表
明
し
、
①
会
員
拡

大
、
②
憲
法
９
条
改
悪
阻
止
、
③

来
年
の
統
一
地
方
選
、
参
院
選
勝

利
、
岸
ま
き
こ
応
援
、
④
自
治
退

安
心
総
合
共
済
加
入
促
進
の
４
つ

を
当
面
の
目
標
と
す
る
よ
う
訴
え

ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
座
光
寺
自
治
労
都

本
部
委
員
長
（
渋
谷
）
は
、
安
倍

政
権
打
倒
の
闘
い
、
参
議
院
選
・

岸
ま
き
こ
必
勝
の
訴
え
に
加
え
、
　

11
月
28
日
、都
庁
職
会
議
室
（
都

庁
第
二
庁
舎
）
で
東
京
都
庁
職
員

ち
に
よ
る
国
家
権
力
私
物
化
は
許

せ
な
い
、
②
沖
縄
の
民
意
は
知
事

選
で
明
ら
か
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
止
め
よ
う
、
③
平
和
と
社
会

保
障
を
脅
か
す
安
倍
政
権
ス
ト
ッ

プ
の
闘
い
強
化
等
を
訴
え
ま
し
た
。

　

岡
田
自
治
退
都
本
部
会
長
と
塩

田
都
退
協
会
長
（
東
交
退
）
の
挨

拶
に
続
い
て
、
川
端
自
治
退
事
務

局
長
は
、「
市
場
経
済
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
。
特
に
、

医
療
や
健
康
保
険
を
市
場
に
委
ね

て
は
い
け
な
い
。」
と
警
告
。

　

総
会
議
事
で
19
年
度
活
動
方
針

案
を
提
案
し
た
大
崎
副
会
長
（
市

場
退
）
は
、
①
安
倍
政
権
打
倒
、

労
働
者
・
社
会
的
弱
者
の
側
に
立

つ
政
権
樹
立
、
②
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
保
障
制
度
改
善
、
改
憲

阻
止
・
脱
原
発
実
現
、
③
参
議
院

選
挙
で
「
ね
じ
れ
国
会
」
実
現
、

④
子
や
孫
に
平
和
な
日
本
を
残
す

こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

代
議
員
か
ら
、
①
障
害
者
雇
用
、

②
年
金
・
医
療
制
度
、
③
脱
原
発
、

④
高
プ
ロ
、
入
管
法
改
悪
と
の
闘

い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
を
三
唱
、
閉
会
し
ま
し
た
。

会
。
そ
の
後
、
懇

親
会
を
清
掃
会
館

ホ
ー
ル
で
行
い
ま

し
た
。（
庄
司
）

自
治
労
組
合
員
が
70
万
人
を

切
ろ
う
と
し
て
い
る
現
状
と
、

非
常
勤
職
員
組
織
化
が
大
き

な
目
標
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
見
自
治
退
会
長

は
、「
高
齢
者
が
増
加
し
社
会

保
障
制
度
は
今
後
劇
的
に
変

化
す
る
。
い
か
に
後
退
さ
せ

ず
に
継
続
さ
せ
る
か
が
大
き

な
課
題
。」
と
状
況
認
識
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
①
泊
ま
り
込

み
学
習
会
を
や
め
て
都
内
で
、

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
の
闘
い
、
③
都
営
交
通
シ

ル
バ
ー
パ
ス
１
万
円
コ
ー
ス

新
設
な
ど
の
質
問
・
意
見
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

取
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
、
岡
田
会
長
の
音
頭
で
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
三
唱
し
閉

退
職
者
連
合
会
第
16
回
定
期
総

会
を
開
催
、
役
員
と
し
て
庄
司

会
長
、
丹
野
副
会
長
、
代
議
員

と
し
て
柳
副
会
長
、
戸
枝
事
務

局
長
、
岩
渕
幹
事
、
岡
澤
幹
事

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
は
構
成
８
単
会
の

輪
番
で
対
応
し
て
お
り
、
今
回

は
福
祉
と
清
掃
の
番
、
戸
枝
事

務
局
長
が
議
長
を
担
い
ま
し
た
。

　

小
林
都
庁
退
会
長
（
都
市
整

備
退
）
は
、
①
安
倍
の
お
友
だ

自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部
第
29
回
定
期
総
会

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
第
16
回
定
期
総
会

安倍政権打倒を共通認識に

安
倍
の
暴
走
が
止
ま
ら
な
い

闘
い
続
け
る
こ
と
を
確
認

福祉退中井さんと　　　
戸枝事務局長が総会議長
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６月15日に第 11回定期総会と
再建10周年記念レセプション。
定期総会の参加会員は 39 名。
社会的運動推進と組織拡大を２
大目標に定めた活動方針を確認。
佐藤幹事、穂戸田・小林会計監
査が新役員に。
再建10周年記念レセプションは
来賓等含め 59 名参加。挨拶や
報告は短く、仲間との語らいは
長くガコンセプト。腹話術師い
ずみとその仲間によるパフォー
マンスに笑い転げました。楽し
いひとときになりました。

清掃退職者会の２０１８年

１月18日、東京清掃旗開き。
三役が参加し、恒例の鏡開
きは、庄司会長、吉田前委
員長、桐田委員長と当局側
理事者により行われました。

１月20日、飯田橋の中国料理店「楼蘭」
で「新春の集い」を開催、26名参加。
恒例の参加者の「ひとこと」は大爆笑
の連続、「長寿祝い」と「開運じゃんけ
ん大会」ではしゃぎ、よく飲みよく食べ、
例年にもまして盛り上がりました。

３月６日、「演
芸を楽しむ会」
を国立演芸場で
行いました。参
加者は家族を
含め 28 名、こ
れまでで最多。
やっぱり笑うっ
て、いいですね。

２月17日、東京清掃主催の退職
者送別会。退職者から、入職当時
の出会い等、縁を感じさせる挨拶
もあり、参加した完全退職者全員
が会に加入。嬉しいですね。

４月 28 日の中央メーデー
は例年同様代表参加、５月
１日の日比谷メーデー中心
に取組みました。22名参加。
今年も東京清掃本部・青年
部と同じ梯団で、退職者会
旗を高々と掲げて鍛冶橋ま
で元気に行進しました。

戸定邸表座敷で賓客気分

中央メーデー 日比谷メーデー

４月26日にお花見ウォーキング。今年
は「宿場町松戸の花と歴史散歩」。水運
で栄えた江戸川ベリや旧水戸街道沿い
に宿場の痕跡を見聞し、最後の水戸藩
主徳川昭武（慶喜の弟）の別邸戸定邸。
慶喜兄弟の明治期の過ごし方を想起で
きる貴重な場所です。戸定歴史公園の
フジが満開。楽しいミニツアーでした。

再建 10 周年記念レセプション 腹話術師いずみとその仲間

第 11 回定期総会・役員紹介
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９月 11日、地公三単産・地
公退高齢者集会、12日に全
国高齢者集会。両集会とも、
安倍政権退陣、参院選勝利の
方針を鮮明にしました。12
日は後楽園周辺をデモ行進、
安倍退陣等を訴えました。

学習会を年２回開催。春は２月７日、「健
康で過ごすには？」、講師は東京清掃顧問
医の平野敏夫さん。秋は９月 14日、「安倍
政治を終らせるために」、講師は平和フォー
ラム事務局長勝島一博さん。講師も熱弁、
懇親会も盛上り、有意義な学習会でした。

賃金確定総決起
集会で激励する
戸枝事務局長

10月 16日、「すみだフィールドワー
ク」に家族を含め 15 名参加。すみ
だ郷土文化資料館で東京空襲体験画
を見学し見番通り界隈を散策。お昼
の下町割烹「上総屋」ランチ美味。
休憩した長命寺の桜餅最高！
仲間と歩けば何でも楽しいですね。

今年も東京清掃との連携強化

自主サークルは、新たに「宇
宙物理学部」が７月に誕生。
「宇宙ミュージアム」や「科
学未来館」を見学しました。
「歩こう会」も「広重の名所
江戸百景」や「江戸城本丸
秋景色」を行いました。参
加者も増えています。

11月 11日〜 12日、４年ぶりの親睦
旅行。ニュー・グリーンピア津南へ直
行バス。宴会＋カラオケで盛り上がっ
た翌日、秋山郷散策ツアー。迫力満点
の景観と、いつもなら終っている紅葉
を楽しめました。来年もやりたいと考
えています。是非、参加ください。

10.31 狭山事件の　　
再審を求める市民集会

ここにある多民族・多文化共生社会
3.4 マーチ・イン・マーチ

東京清掃定期大会

東京清掃自治研集会

全日制市民の立場を活かし、各種集
会・行動に積極的に関わりました。

美ら海壊すな！土砂で埋めるな！
5.26 国会包囲行動

オスプレイ飛ばすな！
6.5 首都圏行動

この政治をチャンジする〜戦争法から
まる３年、安倍政権ＮＯ！9.19 集会

フィールドワーク出発点「吾妻橋」

迫力満点！秋山郷「布岩」

科学未来館見学

平野敏夫講師

勝島一博講師

春の学習会風景

秋の学習会・懇親会
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11
月
25
日
、
東
京
清
掃
「
結
成

70
周
年
記
念
事
業
・
第
55
年
次
自

治
研
究
集
会
」
が
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ

ム
中
央
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
３
人
の
講
師
が
廃
棄
物
行
政
や

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
問
う
講
演

　

廃
棄
物
行
政
に
長
年
携
わ
っ
て

き
た
全
国
都
市
清
掃
会
議
専
務
理

事
の
大
熊
さ
ん
か
ら
「
災
害
廃
棄

物
処
理
」、
９
ヶ
月
間
現
場
を
体
験

し
「
ご
み
収
集
と
い
う
仕
事
～
清

掃
車
に
乗
っ
て
考
え
た
地
方
自
治
」

を
著
し
た
大
東
文
化
大
学
藤
井
准

教
授
か
ら
「
質
の
高
い
清
掃
サ
ー

ビ
ス
提
供
」、
東
京
の
清
掃
現
場
を

取
材
し
「
東
京
ご
み
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
10
回
に
亘
り
連
載
し
た
毎
日
新

聞
成
田
記
者
か
ら
「『
東
京
ご
み
ス

ト
ー
リ
ー
』
取
材
現
場
で
考
え
た

清
掃
事
業
」
の
講
演
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
作

業
の
あ
り
方
な
ど
を
通
じ
て
、
自

治
体
固
有
事
務
と
し
て
の
廃
棄
物

　

10
月
10
日
、
特
別
区
人
事
委
員

会
は
、
昨
年
の
行
政
系
人
事
制
度

改
定
に
伴
い
中
高
齢
職
員
が
１
級

同
様
の
勧
告
が
出
か
ね
ま
せ
ん
。

特
別
区
人
事
委
に
常
識
的
な
勧
告

を
行
わ
せ
る
取
組
み
が
重
要
で
す
。

東京清掃2018賃金確定

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
闘
い
に
対
し
、
退
職

者
会
は
全
体
集
会
２
波
、
地

連
別
集
会
５
件
の
す
べ
て
の

場
で
激
励
を
行
い
、
応
援
し

ま
し
た
。
非
常
に
厳
し
い
闘

い
で
し
た
が
、
区
長
会
か
ら

「
勧
告
を
実
施
し
な
い
」
と
い

う
回
答
を
得
て
、
11
月
22
日

未
明
妥
結
し
ま
し
た
。
東
京

清
掃
は
本
当
に
よ
く
頑
張
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
問
題
は
残
り
ま

し
た
。
職
員
構
成
が
大
き
く

は
変
ら
な
い
た
め
、
来
年
も

激励する
庄司会長

賃金確定闘争の結果
(1) 給与改定は、勧告を実施しない。
　  業務職給料表は現行通り。
(2) 年齢による昇給抑制の見直し
　＊ 55 歳に達した年度の翌年度以降
　　４号抑制（いわゆる定昇停止）
(3) 扶養手当認定要件見直し
　＊年間 140 万円→ 130 万円未満
　＊経過措置…60 歳以上の父母・祖
　　父母は 19 年度限り 140 万未満
(4) 会計年度任用職員制度の導入
　＊同一労働同一賃金推進法施行に
　　伴い、一時金や退職金も支給で
　　きる非常勤制度を設計。

職
に
滞
留
し
た
こ
と

に
よ
る
給
与
水
準
の

変
化
を
理
由
に
、
月

例
給
２
・
46
％
減
、

年
間
平
均
12
万
円
以

上
の
減
額
に
な
る
勧

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
は
、
人

事
委
へ
の
抗
議
活
動

を
含
む
取
組
み
に
よ

り
、「
勧
告
を
実
施

さ
せ
な
い
」
と
い
う

前
代
未
聞
の
闘
い
を

結成７０周年記念事業
第５５年次地方自治研究集会

東京清掃労働組合

行
政
の
あ
り
方
や「
公
共
サ
ー

ビ
ス
と
は
何
か
」
を
問
う
い

い
講
演
で
し
た
。

●
会
場
か
ら
の
発
言
を

　

ま
じ
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

そ
の
後
、
中
里
書
記
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
３
人

の
講
演
者
と
多
田
副
委
員
長

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
の
発
言
を

受
け
て
、
よ
り
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
清
掃
事

業
の
確
立
へ
向
け
た
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
と
シ
ン
ポ
の
中
身
を

職
場
で
活
か
し
、
信
頼
さ
れ

る
清
掃
事
業
確
立
の
取
組
み

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
東
京

清
掃
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
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小
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
11
月
19
日
、「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
辺
野
古
新
基
地
建

設
Ｎ
Ｏ
！
」
を
訴
え
る
19
日
行
動
が
国

会
議
員
会
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

労
賃
値
切
り
を
眼
目
と
す
る
「
入
管

法
改
悪
」
や
、世
界
の
潮
流
に
逆
行
し
、

水
の
安
全
を
脅
か
す
「
水
道
事
業
の
民

営
化
」
な
ど
の
審
議
が
山
場
を
迎
え
る

（
後
日
、
強
行
採
決
）
中
、
安
倍
の
暴

走
を
止
め
る
た
め
、
来
年
７
月
の
参
議

院
選
に
向
け
て
、「
市
民
連
合
」
と
５

野
党
・
１
会
派
が
話
し
合
い
、
野
党
統

一
候
補
へ
の
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
者
・
市
民
・

野
党
の
共
闘
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
26
日
・
27
日
の
両
日
、清
掃
・

人
権
交
流
会
恒
例
の
芝
浦
と
場
見

学
・
交
流
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

12
人
・
13
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
東
京
清
掃
青
年
層
の
参
加

が
多
か
っ
た
の
が
特
徴
で
し
た
。

　

良
質
な
食
肉
供
給
の
重
要
性
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
重
要
な
事
業
に
差
別
中

傷
す
る
投
書
類
は
跡
を
絶
た
ず
、

施
設
内
部
の
肉
の
資
料
館
に
も
提

示
さ
れ
て
い
て
、
心
が
痛
み
ま
す
。

　

現
場
は
、
い
つ
見
て
も
、
見
事

な
手
さ
ば
き
で
次
々
と
処
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
様
子
に
、
驚
く
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
衛
生
上
見
学
が
大
幅

に
制
限
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と

の
こ
と
、
退
職
者
会
の
皆
さ
ん
に

も
見
学
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

構
内
食
堂
の

煮
込
み
定
食
が

う
ま
い
！
こ
れ

最
高
！
（
岡
澤
）

安倍９条改憲ＮＯ！
辺野古新基地ＮＯ！

青
年
層
が
多
数
参
加

煮
込
定
食
う
ま
し
！

芝
浦
と
場
見
学

　

12
月
６
日
、
一
橋
ホ
ー
ル
（
日

本
教
育
会
館
）
で
、「
辺
野
古
新
基

地
建
設
強
行
を
許
さ
な
い
首
都
圏

集
会
」
が
600
名
の
参
加
に
よ
り
開

か
れ
ま
し
た
。
集
会
で
い
く
つ
か

の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
防
衛
局
は
、沖
縄
県
の
「
埋

立
承
認
撤
回
」
に
対
す
る
行
政
不

服
審
査
と
執
行
停
止
を
国
交
省
に

申
立
て
し
、
執
行
停
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
行
政
不
服
審
査
請
求

は
、
国
交
省
か
ら
異
動
し
た
土
木

専
門
官
の
局
次
長
名
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
自
作
自
演
で
す
。

　

辺
野
古
埋
立
て
の
土
砂
搬
出
を

強
行
し
た
琉
球
セ
メ
ン

ト
所
有
の
積
出
港
は
無

許
可
で
、
許
可
申
請
す

ら
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
無
法
状
態
で
す
。

　

国
が
国
へ
、
自
治
体

の
決
定
に
対
す
る
行
政

不
服
申
請
を
申
し
立
て

る
こ
と
は
脱
法
行
為
で

す
。
行
政
不
服
申
請
は

私
人
の
権
利
で
す
が
、

米
軍
基
地
建
設
を
行
え

る
私
人
な
ん
て
世
界
の

ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
。

　

沖
縄
県
は
、
埋
立
承
認
賦
与
の

際
に
付
し
た
事
前
協
議
を
行
っ
て

い
な
い
こ
と
、
承
認
時
に
示
さ
れ

て
い
な
い
建
設
地
の
軟
弱
地
盤
や

活
断
層
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
正
当
な
行
政

手
続
き
を
行
っ
た
の
で
す
。

　

安
倍
政
権
の
や
り
方
は
、
法
治

国
家
に
「
な
り
す
ま
し
」
た
政
治

で
す
。
こ
の
よ
う
な
無
法
・
脱
法

を
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。
沖
縄
の

民
意
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
政
権
に

は
退
陣
し
て
も
ら
う
以
外
に
選
択

肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
の
民
意
を
踏
み
に
じ
る
な
！
辺
野
古
断
念
！

野党５党・２会派と市民のエール交歓
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安心総合共済
安い掛金で大きなメリット

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会

員
向
け
の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

し
た
と
き
な
ど
の
「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出
時

に
お
け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等

の
「
携
行
品
損
害
」、
④
個
人
賠
償

で
は
補
償
さ
れ
な
い
「
預
か
り
品

の
賠
償
責
任
」
で
す
。
ゴ
ル
フ
関

連
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
旅
行

保
険
や
ゴ
ル
フ
保
険
の
要
素
も
併

せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
①
緊
急
医
療
相
談
、
②

医
療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専
門

医
相
談
、
④
が
ん
専
用
相
談
窓
口
、

⑤
転
医
・
患
者
移
送
手
配
を
対
応

す
る「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」は
、

非
常
に
便
利
で
す
。
多
く
の
損
害

保
険
が
有
料
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
安
心
共
済
」
は
無
料
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団
体
割

引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引
き
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
掛
金
も
安
く
、

加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が
な
く
、

医
師
の
審
査
も
不
要
（
が
ん
補
償

を
除
く
）等
、メ
リ
ッ
ト
一
杯
で
す
。

　歳をとるとちょっとした
ことでケガをし、意外に長
引くことがある。歩行中に
足を取られて転倒し、右膝
を捻挫。大したことはない
と思っていたが、なかなか
直らず、結局30日間も通院。
保険を請求すると６万円支
給。通院１日目からの補償
はメリットだと思う。
　保険請求も簡単だった。

　買ったばかりの一眼カメ
ラを公園で撮影中に落して
しまい、大破。メーカーか
ら修理困難の報告に、目の
前が真っ暗に。
　「安心共済」を思い出し、
保険請求したところ、ほぼ
購入時の金額が補償された。
小売価格が下落していたた
め、買換えで余禄が生じて、
お得感が一層増した。

加入者の声（Ｂさん）加入者の声（Ａさん）

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る

方
は
、「
安
心
総
合
共
済

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
「
資

料
請
求
ハ
ガ
キ
」
に
必
要

■４つの基本補償

事
項
を
記
入
の
上
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
自
治
労
サ
ー
ビ
ス
よ
り
加

入
に
必
要
な
書
類
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
８
月
半
ば

ま
で
加
入
申
込
み
が
可
能
で
す
の

で
、
他
の
保
険
か
ら
切
換
え
る
場

合
も
安
心
で
す
。
加
入
に
つ
い
て

是
非
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
に
関
す
る
問
合
せ
は
清
掃

退
職
者
会
・
戸
枝
へ
。

安
心
共
済
は
補
償
が
お
得

メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
が
お
得

安
い
掛
金
が
断
然
お
得

加
入
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

③携行品損害
住宅外で被保険者所有の携
行品が偶然な事故で損傷し
た場合。限度額 50 万円。

④受託品賠償責任
他人からの預かり品やレン
タル用品等に対する賠償事
故が対象。限度額 10 万円。

①障害事故
日常生活における偶然な外
来の事故によりケガをした
場合。１日目から補償。

②賠償事故
日常生活における法律上の
賠償事故（同居の家族も補
償）。国内無制限。


